
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 14 日（月）の校内研修で、10 月 22 日

（木）に行われる要請訪問代表授業者の指導案検

討会を実施しました。第一分科会は理科、第二分

科会は保健体育の指導案検討が行われました。 
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［話し合われたこと］ 

 

★めあてに迫るマット運動の視点のつかみ方は？ 

★個や集団の完成度を高めさせるための手立て 

とは？ 

★効果的にＩＣＴ機器を使用する場面と使い方は？ 

★兄弟班のアドバイスはどのようにしたらいいか？ 

★活発な意見交流の手立てとは？ 

★技の発表時間は３２秒？６４秒？ 

★感染症対策と安全面の両方に配慮するためでき

ることとは？ 

［教頭先生より］ 

○ 個の技能と集団の技能のどこを高めていけ

ば完成度が高まるのか、明確にする。 

○ 動きの構成を「考える」場面が重要である。 

○ 話合い活動のポイントを明確に示す。 

○ 感染症対策について、指導方針の中に入れ

ていく。 

技の発表に用いる曲の長さと感染症

予防対策について考え中です。 

完成度を高める視点は、 

生徒が気づけるといいよね。 

テレビと電子黒板、タブレットは

どう活用すると効果的なのかな？ 

撮影したものをすぐに確認できる

のは、とても良いと思います。 

アドバイスを与えるときは役割

があった方がいいのでは？ 


